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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績動向を踏まえ、平成23年３月17日に発表いたしました平成24年１月期第２四半期連結累

計期間（平成23年２月１日～平成23年７月31日）及び平成24年１月期（平成23年２月１日～平成24年

１月31日）の業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

１.業績予想の修正                            

（金額の単位：百万円） 

(１)平成24年１月期第２四半期連結累計期間(平成23年２月１日～平成23年７月31日)の連結業績予想の修正 

 
売上高 営業利益 経常利益 

四半期純利

益 

１株当たり四半

期純利益 

前回発表予想(Ａ) 3,035 0 △3 △4 △455円63銭

今回修正予想(Ｂ) 2,454 △10 △18 △43 △4,078円26銭

増減額(Ｂ－Ａ) △581 △11 △14 △38 ―

増減率(％) △19.2 ― ― ― ―

(ご参考)前期第２四半期実績 

(平成23年１月期第２四半期) 

3,543 △41 △44 △121 △12,173円07銭

 

(２)平成24年１月期通期（平成23年２月１日～平成24年１月31日）の連結業績予想の修正 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり当期

純利益 

前回発表予想(Ａ) 6,107 60 52 27 2,718円61銭

今回修正予想(Ｂ) 4,896 1 △21 △48 △3,892円63銭

増減額(Ｂ－Ａ) △1,211 △58 △73 △75 ―

増減率(％) △19.8 △97.3 ― ― ―

(ご参考)前期実績 

(平成23年１月期) 

6,551 △168 △180 △270 △27,225円55銭
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２．業績予想修正の理由 

 (１)第２四半期連結累計期間業績予想について 

  小売業におけるＥコマース市場は、昨年に引き続き、価格競争の激化が続いております。当社グル

ープでは、シェアの確保より営業利益の改善を重点目標として取り組んでまいりましたところ、平成

23年３月11日に発生した東日本大震災の影響により、フィッシンググッズを中心に消費マインドが大

きく低下したことをうけ、平成24年１月期第２四半期連結累計期間における売上高は、当初の計画を

下回る2,454百万円となりました。 

一方、利益面においては、業務改善やコスト削減に取り組んだ結果、一定の効果は発現したものの、

想定以上の売上高の低下等により、当初の計画通りの利益を獲得することが困難な状況となりました。 

なお、本日公表いたしました「当社連結子会社社員による不正行為に関する会計処理について」に

記載のとおり、元従業員の不正による影響額のほとんどは、過年度の財務諸表において売上原価とし

て会計処理されておりますが、当該不正による仕入高が売価還元法による期末棚卸計算を歪めていた

ことによる期首棚卸資産への影響額1百万円を特別損失として計上しております。 

以上の結果、営業利益で10百万円の損失、経常利益は18百万円の損失、四半期純利益は43百万円の

損失となりました。 

 

 (２)通期業績予想について 

  通期の業績につきましては、東日本大震災による甚大な被害の影響から、社会インフラへの深刻な

影響や自粛ムードによる個人消費の落ち込み懸念等により、引き続き厳しい状況が続くものと予想さ

れます。 

  また、平成23年６月14日に「Soparja Sprl（オキシレングループ）との業務・資本提携及び第三者

割当による新株発行並びに主要株主である筆頭株主の異動及び「その他の関係会社」の異動に関する

お知らせ」でご報告しておりますとおり、当社グループは、オキシレングループが保有するブランド

（パッションブランド）製品の優先的販売権を取得いたしましたが、それに基づいた具体的な販売施

策については、現在、販売網を整備している段階にあり、通期の業績に若干の貢献はあるものの、明

確に業績に盛り込むことができるのは、来期以降となる見通しであります。 

  以上を理由として、第２四半期連結累計期間の業績のトレンドを勘案した結果、通期連結業績予想

を修正するに至りました。 

 

 (注)上記の予想につきましては、本資料発表日現在において入手可能な情報に基づくものであります。

実際の業績は、今後の様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

 

以 上 


